
    医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。    

平成 26 年 10 月 

使用上の注意改訂のお知らせ 
 

 処方箋医薬品 

利尿降圧剤 
日本薬局方 フロセミド錠 
ラシックス®錠 10mg 
ラシックス®錠 20mg 
ラシックス®錠 40mg 

処方箋医薬品 

利尿降圧剤 
ラシックス®細粒 4％ 
フロセミド製剤 

処方箋医薬品 

利尿降圧剤 
日本薬局方 フロセミド注射液 
ラシックス®注 20mg 

処方箋医薬品 

利尿剤 
日本薬局方 フロセミド注射液 
ラシックス®注 100mg 

 

処方箋医薬品 

降圧剤（持効性フロセミド） 

オイテンシン®カプセル 40mg 
フロセミド製剤 

  

製造販売元： 
サノフィ株式会社 
東京都新宿区西新宿三丁目２０番２号 

 

販売提携： 
日医工サノフィ株式会社 
東京都新宿区西新宿三丁目２０番２号 

 

販売元： 
日 医 工 株 式 会 社 
富山市総曲輪１丁目６番２１ 

 

 
 

この度上記製品につきまして「使用上の注意」の一部を改訂（下線部分）いたしましたので、お

知らせ申し上げます。 

なお、改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数が必要ですので、今後

のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 
 
 

＜改訂内容＞（     ：自主改訂） 

改 訂 後 現   行 
 

3．相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

（現行どおり） 
糖尿病用剤 

スルホニルウ
レア剤 
インスリン 

（現行どおり） （現行どおり） 

SGLT2 阻害剤 利尿作用が増強さ
れるおそれがある
ので、血圧、脈拍数、
尿量、血清ナトリウ
ム濃度等を確認し、
脱水症状の発現に
注意すること。必要
に応じ本剤の用量
を調整するなど注
意すること。 

利尿作用が増強
されるおそれが
ある。 

リチウム 
炭酸リチウム 

（現行どおり） （現行どおり） 

（現行どおり）  

 

3．相互作用 
併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

（略） 
糖尿病用剤 

スルホニルウ
レア剤 
インスリン 

（略） （略） 

← 記載なし 

リチウム 
炭酸リチウム

（略） （略） 

（略）  
 

＊ 改訂内容につきましては DSU No.234 に掲載の予定です。 

 



 

＜改訂理由＞ 

 

・「相互作用（併用注意）」の項（自主改訂） 

「SGLT2阻害剤」を追記 

SGLT2 阻害剤の「相互作用（併用注意）」の項に「利尿作用を有する薬剤（ループ利尿剤、チアジド系利

尿剤 等）」が記載されたことを受け、本剤においても同様の注意喚起を行うことと致しました。 
 
 
 
 
改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構「医薬品医療機器情報提供ホームページ」 
http://www.info.pmda.go.jp/ 
 
又は、日医工株式会社ホームページ 
http://www.nichiiko.co.jp/medicine/medicine_m_seihin.html 
 
に添付文書情報が掲載されていますので、併せてご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 

ラシックス錠・細粒・注射液、オイテンシン 14-624A


